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1.は じめに                         向が見られている。
膜分離活性汚泥法 (MBR)は排水処理装置の高効率化、装置   第 1期 の膜間差圧増加速度 :MBRl>MBCl>MBC2(図 1)

のコンパクト化が可能であることから、広く普及されている。    第 2期の膜間差圧増加速度 :MBRl≒ MBR2>MBCl>MBC2(図 2)

しかしながら、微生物による膜の目詰まりによるバイオファウ   2期 の試験により、繊維状担体の膜間差圧の上昇の抑制効果を確
リングが課題であり、運転コス トの増大や膜の劣化等の問題を   認 し、再現性を取ることができた。MBC2を 新たに比較に加え

引き起こしている。そこで、膜詰まり抑制技術の開発として、    た第 2期 の結果より、曝気槽の分画よりも繊維状担体の充填が

新規繊維状担体(サ ンブレオ :SB)を 固定床としてMBRに 投入し   膜間差圧に影響を及ばしていることが示唆された。
たハイブリンド型 MBR(Mcmbranc Bio Contacto■ MBC)の システ    次世代シーケンサーによる微生物叢解析か ら MBCl,2は
ムを開発した Iモ 繊維状担体は高い空隙・比表面積を有し、スケ   MBRl,2と 微生物叢が異なつていくことが確認 された。また、
ル トン状のカプセル容器に入れることで、流動床への拡張性を   PCoA解 析から、MBClと MBC2に おける菌叢の差よりも明らか

持つ。繊維状担体は、原生動物・後生動物の集積を可能にし、    にMBRlと MBR21こ おける菌叢の差が小さかつた。この点から、
従来の MBRよ りも多様かつ高次な生物叢の構築を可能にし、膜   繊維状担体が与える微生物叢の変化への影響が示唆された。微
の目詰まりの原因となる細菌外代謝物(EPS)を分解する細菌の共   生物叢の違いが膜の日詰まりに及ぼす影響に関しては、更なる
生も期待できる。そこで本研究は、繊維状担体を投入したハイ   考察が必要である。
ブリンド型 MBRに よる排水処理特性と膜の目詰まりの抑制効   4 倍蟄
果について検証を行つた。                     2期 に渡る膜の目詰まり試験により、繊縦状担体の導入によりMBR
2.実験方法                          の膜の目詰まりの抑制が可能であることが実証された 1ち また、リアクタ
SBは ポリ塩化ビニリデン系の繊維を直径 2 cm程度のボール   ーの分画化よりも繊維状担体の充填による目詰まり抑制効果が大き

状とし、数珠状につなげたものを用意 した。実験系は、従来の   いことが示唆された。今後は菌叢と膜詰まり抑制効果の関係について
MBR(MBRl)、 上述した SBを 充填したハイブリッド型 MBR  調査する必要がある。

(MBCl)、 MBRの曝気槽を二室に区画した MBR2(2回 目の試験
より新たに設置)、 MBClの 曝気槽を二室に区画したハイブリッ
ド型 MBR(MBC2)、 の 4系 であり、バイオファウリングの抑制
効果は繊維状担体の有無か、曝気槽の区画の有無が支配因子に
なるのかを評価した。この 4つの系に連続的に下水を模擬した
人工」F水 を 0 10 kg‐ BOD/kg‐MLSS/dayで 通水した。モニタリング
項目は、有機炭素 (NPOC)・ pH・ DO・ 汚泥濃度・粘度・膜間差
圧である。ろ過による透過液の目的流量が得られなくなつた際、
全系の膜を交換した。活性汚泥中の原生動物・微小後生動物は

光学顕微鏡にて存在量を半定量的に把握 した。同時に、菌叢解
析として 16S rRNA遺伝子を次世代シーケンサーによりを行っ
た 。 さ らに 、 EPSの 組 成 を 3次 元 励 起 蛍 光 分 光 法

(」ASCO/FP‐ 8600)に より評価した。また、モニタリング対象の再
現性を得るために、この実験を第 1期 (運転 日数 294日 )、 第 2

期 (現在約 250日 )に分けて評価した。
3.実験結果と考察
第 1期 と第 2期の双方の実験結果において、t検定結果から実

験系全てにおける処理水の NPOC濃度に有意差は見られなかっ

たlp=015,n=56)。 この結果より各系の処理性能は同一であるこ

とが示された。
膜間差圧増加速度は第 1期 と第 2期 において以下の二点の傾
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図 1臓間と圧の経日査化 (第 1期実験期間 140‐300 days)
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口 2膜問豊圧の経日査化(第 2期実験期間:140‐ 240 days)
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